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研究要旨 

母乳は新生児にとって最適の栄養であり、日本でも推奨されている。令和4年度に、厚

生労働省の2010年乳幼児身体発育調査・病院調査結果を用いて、日本の病院における健

常新生児の出生から退院までの栄養法を明らかにするとともに、日本人新生児生理的体

重減少率曲線を初めて作成した。本年度は、厚生労働省の2000年乳幼児身体発育調査・

病院調査結果を用いて、日本の病院における健常新生児の出生から退院までの栄養法を

検討し、令和4年度の結果と比較することにより、2000年と2010年の間での栄養法の違い

を比較した。その結果、2000年では2010年よりも出生当日に糖水を飲ませる割合が24.7％

高いことが明らかになり、10年間で出生当日に糖水を飲ませる割合が減少したことが判

明した。 

Ａ．研究目的 

母乳は新生児にとって最適の栄養であり、

WHO は、生後 6 か月間は完全母乳栄養が

推奨されており、日本においても、完全母乳

栄養は推奨されている。一方で、健常新生児

の出生から退院までの栄養法は病院の方針

により様々である。 

 令和 4 年度に、厚生労働省の 2010 年乳

幼児身体発育調査・病院調査結果を用いて

①日本の病院における健常新生児の出生か

ら退院までの栄養法を明らかにして、②日

本人新生児生理的体重減少率曲線を作成し

た 1）。本年度は、厚生労働省の 2000年乳幼

児身体発育調査・病院調査結果を用いて同

様の栄養法の調査を行い、2000年から2010

年の間に、日本の病院における健常新生児

の出生から退院までの栄養法の違いを明ら

かにすることを目的に本研究を行った。 

Ｂ．方法 

厚生労働省の 2000 年乳幼児身体発育調

査・病院調査結果の解析を行った。本調査

は、全国 146 の産科を標榜し且つ病床を有

する病院の中から調査の協力が得られた

136病院で出生し、9月 1日から 30日の間

に 1 か月健診を受けた児を対象として、出

生後 5-10日間の身体計測値、栄養法、関連

する情報が記載されている。 

調査対象となった 4094児から、37-42週

の児で、出生時体重が 2500g以上、新生児

期に特記すべき所見がなかった 3001 児の

中から、日齢 5 までの栄養方法の記載に欠

測値のある 897 児を除いた 2104 児を解析

対象として、日齢ごとの完全母乳栄養、混合

栄養の人数と割合を算出した。 

Ｃ．結果 

 表 1 に各日齢における栄養法を示す。出

生当日に、体重減少に関係なく 59.7%の児

がすでに完全母乳栄養では無くなっていた。
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日齢 1 で混合栄養になる児の平均体重減少

率は－3.5%だが、すでに全体の 92.7%が日

齢 1 までに混合栄養になっていた。また、

日齢 2、3、4 に混合栄養になる児の体重減

少率は－7.0%～－8.1%であった。 

 図に 2000年と 2010年の完全母乳栄養の

割合の比較を示す。2000年と 2010 年で明

らかな差が認められたが、日齢による減少

率よりも、生まれた当日の完全母乳栄養の

割合の違いが 2 つの年代の違いに大きく影

響していると考えられた。 

 表 2 に日齢 0 での栄養法について 2000

年調査と 2010年調査の比較を示す。出生当

日に、2000 年では糖水を飲ませる割合が

2010年より 24.7%高いのに対して、出生当

日の完全母乳栄養の割合は、2000 年が

20.5%低いことが判明した。 

Ｄ．考察 

 今回の検討で、2000年と 2010年では、

日本の病院における健常新生児の出生から

退院までの栄養法の年代差が明らかになり、

その違いの一番大きな要因は出生当日に糖

水を飲ませる割合の変化であることが判明

した。一方で、各日齢における混合栄養にな

る児の体重減少率の平均は 2000年と 2010

年で大きな差が無かった。 

日本では新生児に糖水や人工乳を与える

のは病院の方針の影響が大きいことが示唆

されることを令和 4 年度に報告した 1）が、

今回の研究結果により、2000 年～2010 年

の 10 年間で出生当日に糖水を与える病院

が約 25%減少したことが判明した。この原

因は、2000年乳幼児身体発育調査・病院調

査結果を用いて検討することは困難である

が、近年完全母乳栄養が推奨されるように

なってきたことを考えると、出生当日に糖

水を与えることを基本としていた病院が、

必要に応じて糖水を与えるように方針を変

更したのではないかと推定された。 

2 つの年代を比較した図で完全母乳栄養

の割合の減少率に大きな差が見られないこ

とや各日齢における混合栄養に栄養法を変

更した児の体重減少率の平均が 2 つの年代

で差が無かったことからは、日齢 1 以降に

糖水や人工乳を与える基準は 2000 年～

2010 年の間で大きな変化がないことが示

唆された。完全母乳栄養が推奨される中で、

出生当日の糖水投与については見直された

ものの、その後に完全母乳栄養を継続する

方法については 10 年間で大きな変化は無

かったと考えられた。2010年時点において、

日本人新生児生理的体重減少曲線は存在し

なかったこともあり、病院においてどのよ

うな場合に糖水や人工乳を与えるかについ

ては各病院が過去の医学的な報告や諸外国

のガイドラインを参考に決定していたと想

像される。 

Ｅ．結論 

 本研究は、2000年と 2010年での日本の

病院における健常新生児の出生から退院ま

での栄養法の年代差の違いを示し、その大

きな要因は出生当日の糖水を与える割合の

違いであることを明らかにした。 
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表 1: 各日齢における栄養法 

表 2: 日齢 0の栄養法の 2000年と 2010年の比較 
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図: 2000年と 2010年の完全母乳栄養の割合の比較 
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